
CSRに関する取り組み
持続的成長に向けて

「健康寿命延伸への貢献」の取り組み
日本人の平均寿命の長さは世界でもトップクラスですが、要介護期間も長く、医療・介護費の増加などが社会的な問題となっています。
そのような中、元気でたのしく暮らしていくためには健康寿命を延ばしていくことが望まれており、栄養バランスのよい食生活を送ることが
大切になります。健康長寿は食生活と関わりが強く、中年期には高血圧などの生活習慣病予防として、ビタミン、カリウムなどのミネラル、
食物繊維の供給源である野菜の摂取が重要です。また、高齢期には低栄養により生活機能が低下しやすく、たんぱく質やエネルギーを
しっかり摂る必要があり、体内で効率よく利用される良質なたんぱく源である卵を食べることは効果的です。私たちは、グループの事業と
関わりの強い「サラダ（野菜）」と「卵」を中心とした様々な食の提案を通じて、健康寿命の延伸に貢献していきます。

「子どもの心と体の健康支援」への取り組み
近年、ライフスタイルや食生活の多様化が進む一方で、核家族化や共働き、ひとり親家庭の増加など、子どもを取り巻く環境は大き

く変化しています。これらの変化は、子どもの様々な知識や体験の不足、人との関係性の希薄さ、子どもの貧困の広がりなどの社会的
課題にもつながっています。
食育基本法では、食育を「生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの」としています。人が集う食卓は、
食事を通じて健康を支えるとともに、人と人が交流し、社会性や豊かな心を育む重要な場所となります。当社グループは、子どもの心
と体の健康を願い、食に関わる知識と体験の場の提供や子育ての食にまつわる不安解消、子どもの居場所づくりの支援などを行って
いきます。子どもの「生きる力」、「考える力」を育て、未来の活躍を応援していきます。

当社は、「食を通じて社会に貢献する」という想いを共有しうる団体の活動を
支援することで、一企業だけでは成し得ない社会貢献につなげていきたいと
いう想いから、2017年4月に「キユーピーみらいたまご財団」を設立しまし
た。初年度となる2017年度は20団体への助成を行いました。

小学校への出前授業「マヨネーズ教室」を2002年からスター
トし、2017年度は全国328校で開催しました。マヨスター（社
内資格）を持つ従業員が講師となり、マヨネーズの手づくり
体験を通じて、食のたのしさと大切さを伝えています。

　SDGs（Sustainable Development Goals ： 持続可能な開発
目標）は、2015年9月に国連で開かれたサミットの中で決められた
国際社会共通の目標です。持続可能な社会の実現に向けて2030
年までに達成すべき17の目標で構成されています。SDGsは国や
政府だけが意識すべき目標ではなく、途上国も先進国も含めた世
界中のあらゆる組織と個人一人ひとりが取り組んでいく目標です。

持続可能な開発目標（SDGｓ）

2017年度は、全国各地で介護に関する勉強会や交流会を300回以上
開催しました。当社従業員が講師を務め、介護の悩みなどの情報交換を
行うとともに、食事づくりの負担を減らしつつ栄養バランスのよい食事
となる介護食（やさしい献立）を紹介しています。

バランスよく栄養が摂れる「パワーサラダ」の提案に取り組んで
います。パワーサラダは、野菜、フルーツ、たんぱく質、トッピングを
組み合わせた新しいサラダのスタイルです。野菜の摂取向上に
つながるよう、様々なメニュー提案を通じて野菜のたのしみ方を
広げ、健康的な食生活をサポートしていきます。

■ 介護に関する勉強会や交流会を開催 ■ 野菜のメニューを食卓の主役に

■ 全国でマヨネーズ教室を開催 ■ 食を通じて課題解決に取り組む団体を支援

CSRの基本的な考え方

CSRの重点課題
持続可能な社会と企業の実現に向けて、社会課題の解決に取り組みます。キユーピーグループの強みやユニークさ、私たちの問

題意識をもとに、SDGsを参考にして取り組むべき社会課題を抽出し、それぞれ社会への影響と企業にとっての重要性を評価するこ
とで、「ＣＳＲの重点課題」を設定しました。

私たちはグループ理念と規範を遵守し
持続可能な社会の実現に貢献するとともに
グループの持続的な成長の基盤として
CSR活動を推進します

詳細は、「キユーピー 社会・環境報告書 2018」をご覧ください 〉〉 http://www.kewpie.co.jp/csr/

重点課題 SDGsとの関連づけ

ダイバーシティの推進

CO2排出削減（気候変動への対応）

子どもの心と体の健康支援

健康寿命延伸への貢献

資源の有効活用と持続可能な調達

私たちの想い

理念に共感するグループの一人ひとりが、互いを受容し、
学びあい、持続可能な社会とグループの成長をめざします

地球温暖化防止の実現に向け
CO2排出削減に取り組みます

食を通じて子どもの心と体の健康を支え、
未来の活躍を応援します

高齢になっても元気で過ごせる社会に貢献します

自然の恵みに感謝し、
地球の持続可能性に配慮します

財団授与式の様子

当社は1919年の創業以来、お客様の健康を願う創始者の想いを大切にしてきました。このたび、グループの理念に共感する多彩な
従業員が活躍する企業として、次の世代も社会とともに成長するため、「CSRの基本的な考え方」と「CSRの重点課題」を設定しました。

フルーツ野菜

たんぱく質
（肉・魚介・卵など）

トッピング
（豆・穀物・ナッツなど）
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CSRにؔする取り組み
͚ͯ޲ʹଓత੒௕࣋

ʮݯࢿの༗ޮ活用と࣋ଓՄೳなௐୡʯへの取り組み ʮμΠόーシテΟの推進ʯへの取り組み
৯඼ϝʔΧʔͱ͠ ͓ͯ٬༷ʹ҆͝৺͍ͨͩ͘ʹ ͸ɺ঎඼ͷ҆શੑʹՃ͑ͯɺݪྉɾࡐࢿͷௐୡ͔Βੜ࢈ɾൢ ചɺഇغ෺ͷϦαΠΫϧ·Ͱɺ
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ɻͦ͢·͍ͯͤݟΕ·Ͱʹͳ͍มԽΛ͕͜ڥ؀͘ר΍ɺಇ͘ਓΛऔΓڥ؀͘רΛऔΓۀا ͷΑ͏ ͳதɺ౰ࣾάϧʔϓ͸ɺࣾ ʮੋָۀ၌ӻʯ
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主なࢦඪ

˙ ঁੑ؅ཧ৬比཰（ର৅ ɿ キユーピーࣜגձࣾ）
˙ োޏऀ֐用比཰の推移（ର৅ ɿ 国಺キユーピーグϧーϓ˞）

女性管理職比率 োޏऀ֐用比཰
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˙ ҭٳࣇՋ取ಘঢ়گ（ର৅ ɿ キユーピーࣜגձࣾ）
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˙ ഇغ෺ഉ出 （ྔର৅ ɿ キユーピーグϧーϓ国಺ੜ޻࢈場）
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˙ CO2ഉ出 （ྔର৅ ɿ キユーピーグϧーϓ国಺ੜ޻࢈場）
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Λ੡଄͍ͯ͠Δ޻৔ͱൺ΂ͯΤωϧΪʔফඅྔ50ˋݮ࡟ΛΊ͟͠ɺ
লΤωɾ૑ΤωΛ࣮͢ݱΔଟ༷ͳڥ؀഑ྀٕज़Λಋೖ͍ͯ͠·͢ɻ
৔ͱ͠޻Ϟσϧͨ͠ʹܗ୅ʹͭͳ͙૝͍Λੈ࣍ଓՄೳͳࣾձΛ࣋ ͯɺ
ٕज़ͱϊ΢ϋ΢Λ౰ࣾάϧʔϓʹ͓͍ͯਫฏల։͍͖ͯ͠·͢ɻ

2013೥ʹ։ઃͨ͠ΦϑΟεઋ઒ΩϢʔϙʔτͰ͸ɺਧ͖ൈ͚Λ
γεςϜ΍ίδΣωϨʔγϣϯγεςϜɺؾ׵વࣗͨ͠༺׆
ଠཅޫൃిɺLEDর໌ͳͲΛಋೖ͍ͯ͠·͢ɻ͜ ΕΒͷઃඋͷ
ӡ༻վળΛ͍ߦɺ࠷େݶʹੑೳΛҾ͖ग़͢ ͱ͜Ͱɺ೥ؒ໿250τϯ
ͷCO2ഉग़ݮ࡟Λ࣮͍ͯ͠ݱ·͢ɻ

͕ݮ࡟ಈશମͰͷCO2ഉग़׆ۀࣄͷۀا͚ͨ޲ʹࢭԹஆԽ๷ٿ୒͞Εͨ͜ͱΛड͚ɺ஍࠾ʹఆ͕2015೥ڠมಈʹؔ͢ΔύϦީؾ
ͳͲCO2ഉग़׵ఔʹ͓͚Δޮ཰վળɺলΤωઃඋͷಋೖɺॏ༉͔ΒఱવΨε΁ͷ೩ྉస޻଴͞Ε͍ͯ·͢ɻ౰ࣾάϧʔϓͰ͸੡଄ظ
͠·औΓ૊ΜͰ͖ʹݮ࡟ ͨɻ͞ Βʹɺ੡଄޻ఔͷޮ཰Խ͚ͩͰͳ͘ɺલ޻ఔͱͳΔݪྉࡐࢿϝʔΧʔɺ޻ޙఔͱͳΔ෺ྲྀձࣾͱͷ࿈ܞͷ
Ͱɺ·غɺഇ༺࢖ྉௐୡ͔Β঎඼ͷݪ͸ɺޙࠓɻ͢·͍ͯͬߦΛݮ࡟ಈશମͷޮ཰Խ΋ਐΊΔ͜ͱͰCO2ഉग़׆ۀࣄదԽʹΑΓɺ࠷
αϓϥΠνΣʔϯશମΛ௨ͨ͡CO2ഉग़ݮ࡟ʹऔΓ૊ΜͰ͍͖·͢ɻ

ʮCO2ഉ出࡟減（ީؾมಈへのରԠ）ʯへの取り組み

˙ ઋ઒キユーポーτでのলエネϧΪーの推進 場޻に഑ྀしたϞσϧڥ؀ ˙

Ұॹʹಇ͍͍ͯΔ஥ؒͷ੠ʹࣖΛ͚܏ɺձ࿩͍ͯ͘͜͠ͱΛ
େ੾ʹ͍ͯ͠·͢ɻຊࣾ΍ࢧళɺ޻৔ʹ͓͍ͯάϧʔϓ߹ಉ
ΛֶͿͱͱ΋ʹɺަ࢙मͰཧ೦΍ྺݚ ྲྀձͰ͸໾һͱͷ௚઀తͳ
ର࿩Λ͍ͯͬߦ·͢ɻै ɺ͠ײڞʹһҰਓͻͱΓ͕ཧ೦ۀ
΍Γ͕͍Λ΋ͬͯಇ͖ଓ͚ΒΕΔػձʹͭͳ͕͍ͬͯ·͢ɻ

౰ࣾάϧʔϓ͸ɺো֐ͷ͋Δํ͕ಇ͘تͼ΍ੜ͖͕͍Λ࣮ײ
Ͱ͖Δ৬৔ڥ؀Λͭ͘Δ͜ͱ͕ࣾձతͳ໋࢖Ͱ͋Δͱ͑ߟɺ
શ֤ࠃ஍ͷࢧԉؔػ΍ɺಛผࢧԉֶߍͱؔ܎Λங͖ͳ͕Β
཰͸༺ޏऀ֐ΛਐΊɺ2017೥౓ͷো༺ޏऀ֐తͳোۃੵ
3.3%ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻಛྫࢠձࣾͷΩϢʔϐʔ͍͋Ͱ͸ɺ
จॻԽɺൢࢠి ଅ෺࡞੒ɾൃ ૹɺؗ ಺෺ྲྀɺਗ਼૟ͳͲଟذʹΘͨΔ
ɻ͢·͍ͯ͠شಘҙ෼໺ͰྗΛൃ͕ऀ֐຿Λల։͠ɺোۀ

˙ ୭も͕ಇきଓ͚らΕる৬場ͮ り͘をめ͟して˙ օ͕ࢤをಉ͡ し͘、ྗ を合Θͤる
˝ ʮΩϢーϐーάルーϓの࣋ଓՄೳͳ調ୡのͨΊのجຊํ਑ʯのৄࡉ͸ͪ͜ΒΛ͝ཡ͍ͩ͘͞
https://www.kewpie.co.jp/company/activity/procurement/policy.html

˙ キϟϕπ・レλεの外༿やਊをೕڇのࣂྉに

౰ࣾάϧʔϓ͕ൢച͢ΔΧοτ໺ࡊͷ੡଄աఔͰ͸ɺΩϟϕπɾϨλεͳ
Ͳͷ֎༿΍ਊͳͲͷະར༻෦Ґ͕ൃੜ͠·͕͢ɺݯࢿͱ͠ ͯແବʹͤͣɺ
ΑΓ༗ޮʹ޻͏࢖෉ΛॏͶ͍ͯ·͢ɻ2017೥͸ɺະར༻෦ҐΛೕ߬ൃࢎ
ͤ͞ɺೕڇͷࣂྉʹ഑߹͢Δํ๏Λ։ൃ͠·ͨ͠ɻҰൠతͳࣂྉʹൺ΂
ͯೕྔ͕૿͑Δ˞͜ͱ͔ΒɺΑΓଟ͘ͷཙ೶Ոͷར༻֦େΛਐΊ·͢ɻ
˞ ೔ຊசֶ࢈ձ ୈ124ճେձʢ2018೥3݄ʣ ౦ژ೶޻େ ɾֶΩϢʔϐʔ

஍をാにมえるغ์࡞ߞ୅を୲͏एऀとともにੈ࣍ ˙

஍ͷ֦େͳͲͷ՝୊غ์࡞ߞෆ଍ɺऀܧޙ͸ɺఱީෆॱɺۀ಺ͷ೶ࠃ
Λ๊͍͑ͯ·͢ɻ౰ࣾ͸2017೥ΑΓ༗ݶձࣾϫʔϧυϑΝʔϜͱఏ
ഓ͢ΔऔΓ૊Έ࠿Λࡊ஍Λാʹม͑ͯ໺غ์࡞ߞ೔ຊ֤஍ͷͯ͠ܞ
ΛਐΊ͍ͯ·͢ɻغ์࡞ߞ஍Λാʹม͑Δ͜ͱͰɺ̓ ఆͨ͠໺ࡊͷௐ
ୡʹͭͳ͕Δ͚ͩͰͳ͘ɺ೶ۀʹ௅ઓ͢Δएऀͨͪ΋૿͍͑ͯ·͢ɻ

ҵ৓ͭ͘ݝ͹ࢢͷാͷ༷ࢠ
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